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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一方に印字可能面を有するシート状基材の他方の面に感熱性粘着剤層が形成されてなる感
熱性粘着シートの前記感熱性粘着剤層を加熱して活性化させるための熱活性化用加熱手段
であって、個々に通電制御可能な複数の発熱素子が列状に配設されてなるサーマルヘッド
と、
前記サーマルヘッドにより一度に熱活性化可能な感熱性粘着シートの領域に、１回または
２回以上の電圧パルスを印加して前記複数の発熱素子に通電させることにより熱活性化処
理を行うエネルギー制御手段と、を少なくとも備えた感熱性粘着シートの熱活性化装置に
おいて、
前記エネルギー制御手段は、前記サーマルヘッドの発熱素子に対して２回以上に分けて電
圧パルスを印加して感熱性粘着シートの熱活性化処理を行う場合に、印加する電圧パルス
ごとにそれにより通電される発熱素子を変更可能であることを特徴とする感熱性粘着シー
トの熱活性化装置。
【請求項２】
前記エネルギー制御手段は、前記サーマルヘッドにより一度に熱活性化可能な領域に対し
て第１のエネルギーまたは第１のエネルギーよりも高い第２のエネルギーの何れかをドッ
ト単位で選択印加可能であることを特徴とする請求項１に記載の感熱性粘着シートの熱活
性化装置。
【請求項３】
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前記エネルギー制御手段は、印加する電圧パルスの大きさ、パルス幅、または印加回数を
任意に設定する印加条件設定手段と、
電圧パルスを印加するごとに通電される発熱素子を選択する発熱素子設定手段を含むこと
を特徴とする請求項１または請求項２に記載の感熱性粘着シートの熱活性化装置。
【請求項４】
前記感熱性粘着シートを熱活性化させるための熱活性化パターン情報を格納した記憶手段
を備え、
前記印加条件設定手段および前記発熱素子設定手段は、前記熱活性化パターン情報に応じ
て印加条件および通電する発熱素子を設定することを特徴とする請求項３に記載の感熱性
粘着シートの熱活性化装置。
【請求項５】
前記熱活性化用加熱手段により前記感熱性粘着シートの熱活性化処理が行われる近傍の温
度を測定する環境温度測定手段を備え、
前記印加条件設定手段は、前記環境温度測定手段による測定温度に基づいて印加条件を設
定することを特徴とする請求項３または請求項４に記載の感熱性粘着シートの熱活性化装
置。
【請求項６】
請求項１から請求項５の何れかに記載の感熱性粘着シートの熱活性化装置と、前記感熱性
粘着シートに印字を行う印字手段とを備え、前記熱活性化装置と印字手段は同一の制御装
置によって制御されることを特徴とするプリンタ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、通常時には非粘着性を示し、加熱されることにより粘着性を発現する感熱性粘
着剤層がシート状基材の片面に形成され、例えば貼着用ラベルとして用いられる感熱性粘
着シートの熱活性化装置およびその熱活性化装置を用いたプリンタ装置に係り、特に、感
熱性粘着剤層を熱活性化するときの加熱用ヘッドのエネルギー制御に適用して有効な技術
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、商品に貼着されバーコードや価格表示等に用いられるラベルには、記録面（印字面
）の裏側に感圧粘着剤層を有し、その上に剥離紙（セパレータ）を貼付けて仮接着した状
態で保管するタイプのものが多かった。しかし、このタイプの貼着用ラベルは、ラベルと
して使用する際に剥離紙を感圧粘着剤層から剥がす必要があるため、必ずゴミが発生する
という不具合があった。
【０００３】
そこで、剥離紙が不要な方式として、ラベル状基材の裏面側に通常時には非粘着性を示す
が加熱されることにより粘着性を発現する感熱性粘着剤層を有する感熱性粘着ラベルが開
発された。そして、感熱性粘着ラベルの感熱性粘着剤層を加熱するための熱活性化装置に
関する開発も進められている。例えば、加熱手段としてサーマルヘッドを利用した熱活性
化装置等がある。
【０００４】
通常、サーマルヘッドは列状に配設された複数の発熱素子（抵抗体）で構成され、これら
の発熱素子に電圧を印加して通電させることにより発熱させる。このサーマルヘッドを利
用した熱活性化装置においては、列状に配設された複数の発熱素子に同時に所定の電圧パ
ルスを印加し一様に通電を行う。そして、感熱性粘着ラベルを発熱素子の配列と直行する
方向へ搬送しながら順次ライン単位で熱活性化していくことにより感熱性粘着ラベル全面
にわたって粘着力が発現するようにしている。
【０００５】
このような熱活性化装置を用いて感熱性粘着ラベルを熱活性化する場合、感熱性粘着ラベ
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ルが容易に被着体（ラベルを貼着した物品等）から剥がれないように発現させる粘着力が
重視される。そのため、感熱性粘着ラベルの貼着面全体が強い粘着力（一度貼着すると剥
がれない或いは破れを生ずる程度の粘着力）を有するように熱活性化処理を行うのが一般
的である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、この場合、粘着力が強いために感熱性粘着ラベルが被着体から剥がれにく
くなる一方、一旦貼着したラベルが不要となって剥離したくても容易に剥がすことができ
ないという不具合がある。例えば、飛行機に搭乗する際に手荷物を預けるときに使用され
るラベルは、荷物を受け取った後に大抵不要となるためラベルを容易に剥がせるのが望ま
しい。
【０００７】
そこで、このような用途に感熱性粘着ラベルを利用する場合は、ラベルを熱活性化させる
エネルギーを制御可能にして発現する粘着力をある程度弱く調整することが考えられる。
例えば、サーマルヘッドを用いた熱活性化装置の場合、電圧パルスの大きさやパルス幅（
電圧印加時間）により印加エネルギーを制御できる。
【０００８】
しかし、感熱性粘着剤の種類によっては発現する粘着力を調整するのが困難な場合がある
。つまり、図９のＴ１で示すような特性を有する粘着剤の場合、Ｆ１以上の粘着力（強い
粘着力）を発現させるのはＥ１以上のエネルギーを印加することにより容易に実現できる
が、Ｆ２以上Ｆ１未満の粘着力（弱い粘着力）を発現させるには印加エネルギーがＥ１～
Ｅ２の範囲となるように電圧パルスの大きさやパルス幅を制御する必要がある。しかも、
粘着剤の印加エネルギーと粘着力の関係は環境温度に依存するために（例えば、図９のＴ
１，Ｔ２）、感熱性粘着ラベルを使用する環境温度によってはパルス電圧の大きさやパル
ス幅の制御が複雑となる。
【０００９】
また、感熱性粘着ラベル全面にわたって粘着力を発現させるのではなく、部分的に熱活性
化させて強い粘着力を発現させることにより、ラベル総面積に対する強い粘着力を有する
面積の割合を調整することによりラベル全体としての粘着力を調整する技術も提案されて
いる（特開２００１－４８１３９号公報）。
【００１０】
しかしながら、上述した技術では、まったく粘着力を有さない部分が存在するため、その
部分がラベル端部付近にあると容易に剥がれてしまうのでラベルを貼着した荷物を注意し
て取り扱わなければ貼着したラベルを紛失してしまう可能性もあるので実用的ではない。
また、ラベルの縁部（枠状）を重点的に熱活性化する場合は、ラベル全体としての粘着力
を低くするためにラベル中央付近に粘着力を有さない部分が集中することになり中央部に
空気が入りやすく非着体から浮いてしまうため見栄えが悪くなる等の問題が生じる。また
、感熱性粘着シートのどの部分を熱活性化し、どの部分を熱活性化しないかを示す熱活性
化パターンを作成するのも困難である。
【００１１】
本発明は、感熱性粘着シートの用途に応じて様々なパターンで熱活性化できるとともに、
感熱性粘着シートの全面にわたって所定以上の粘着力を発現させる感熱性粘着シートの熱
活性化装置およびプリンタ装置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記目的を達成するためになされたもので、一方に印字可能面を有するシート
状基材の他方の面に感熱性粘着剤層が形成されてなる感熱性粘着シートの前記感熱性粘着
剤層を加熱して活性化させるための熱活性化用加熱手段であって、個々に通電制御可能な
複数の発熱素子が列状に配設されてなるサーマルヘッドと、前記サーマルヘッドにより一
度に熱活性化可能な感熱性粘着シートの領域に、１回または２回以上の電圧パルスを印加
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して前記複数の発熱素子に通電させることにより熱活性化処理を行うエネルギー制御手段
と、を少なくとも備えた感熱性粘着シートの熱活性化装置において、前記エネルギー制御
手段は、前記サーマルヘッドの発熱素子に対して２回以上に分けて電圧パルスを印加して
感熱性粘着シートの熱活性化処理を行う場合に、印加する電圧パルスごとにそれにより通
電される発熱素子を変更可能であることを特徴とする。
【００１３】
これにより、感熱性粘着シートに様々なパターンで粘着力を発現させるように熱活性化処
理を行うことができるので、使用用途に合わせてシートの粘着力或いは粘着パターンを自
在に調整することができる。また、隣接するドットに対して異なる粘着力を発現させるこ
とも可能となり、階層的に粘着力を発現させることができる。
【００１４】
また、前記エネルギー制御手段は、前記サーマルヘッドにより一度に熱活性化可能な領域
に対して第１のエネルギーまたは第１のエネルギーよりも高い第２のエネルギーの何れか
をドット単位で選択印加可能であるようにした。すなわち、サーマルヘッドにより一度に
熱活性化可能な領域のすべてのドットが熱活性化されるようにして、少なくとも弱い粘着
力を有するようにした。
【００１５】
例えば、一旦被着体に貼着した後にシートを剥がす可能性のある用途に使用する場合、ほ
とんどの領域では弱い粘着力を発現するようにし、特に重要な領域（例えば縁部（枠状）
）では強い粘着力を発現するように熱活性化処理を行うとよい。これにより、熱活性化さ
れた感熱性粘着ラベルは、必要な粘着力を有しながら容易に剥離することができる。また
、感熱性粘着シートの全面で被着体に貼着されるため、シートと被着体の隙間に空気が入
って見栄えが悪くなることもない。
【００１６】
逆に、再剥離を考えない場合は、シート全面を強い粘着力とすることなくシート全体とし
て所望の粘着力を有するようにできるので、熱活性化に必要なエネルギーが少なくなり省
電力化を図ることができる。
【００１７】
ここで、強い粘着力とは一度貼着した後は剥がれない或いは破れを生ずる程度の粘着力の
ことで、弱い粘着力とは被着体（例えば段ボール）表面を傷つけずに、かつ表面に粘着剤
（糊）が残らないように再剥離できる程度の粘着力のことを意味する。敢えて数値で表す
と、１０００～２０００ｇｆ／４０ｍｍ幅を強い粘着力とし、８００ｇｆ／４０ｍｍ幅以
下を弱い粘着力とする場合が多い。
【００１８】
また、前記エネルギー制御手段は、印加する電圧パルスの大きさ、パルス幅、または印加
回数を設定する印加条件設定手段と、電圧パルスを印加するごとに通電される発熱素子を
選択する発熱素子設定手段を含むようにした。つまり、利用者が例えば所望の粘着力や使
用する感熱性粘着シートの種類を設定すれば、印加条件設定手段により自動的にパルス電
圧、パルス幅および印加回数が設定され、発熱素子設定手段により自動的に通電すべき発
熱素子が選択されるようにした。
【００１９】
これにより、感熱性粘着シートに熱活性化処理を施して所望の粘着力を発現させることが
容易となる。
【００２０】
また、前記感熱性粘着シートを熱活性化させるための熱活性化パターン情報を格納した記
憶手段を備え、前記印加条件設定手段および前記発熱素子設定手段は、前記熱活性化パタ
ーン情報に応じて印加条件および通電する発熱素子を設定するようにした。これにより、
さらに容易に所望のパターンで感熱性粘着シートに熱活性化処理を行うことができる。
【００２１】
また、前記熱活性化用加熱手段により前記感熱性粘着シートの熱活性化処理が行われる近
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傍の温度を測定する環境温度測定手段を備え、前記印加条件設定手段は、前記環境温度測
定手段による測定温度に基づいて印加条件を設定するようにした。ここで、前記環境温度
測定手段としては、例えば制御基板上に設けた温度測定用のサーミスタ等が考えられる。
さらに望ましくは、感熱性粘着シートの粘着剤の種類ごとに温度特性情報を記憶手段に格
納し、使用する感熱性粘着シートに応じて前記温度特性情報を読み出して印加条件を設定
されるように構成するのがよい。
【００２２】
これにより、環境温度が変化してもそれに応じて印加条件が自動的に設定されるので、容
易に所望の粘着力を発現させることができる。
【００２３】
また、上述した感熱性粘着シートの熱活性化装置と、前記感熱性粘着シートに印字を行う
印字手段とを備え、前記熱活性化装置と印字手段を同一の制御装置によって制御するよう
にしたプリンタ装置によれば、必要な粘着力を有しながら容易に剥離できる貼着ラベル等
を効率よく制作することができる。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００２５】
図１は、本発明に係る熱活性化装置およびそれを利用したサーマルプリンタ装置Ｐの構成
を示す概略図である。サーマルプリンタ装置Ｐは、ロール状に巻回されたテープ状の感熱
性粘着ラベル６０を保持するロール収納ユニット２０と、感熱性粘着ラベル６０に印字す
る印字ユニット３０と、感熱性粘着ラベル６０を所定の長さに切断するカッターユニット
４０と、感熱性粘着ラベル６０の感熱性粘着剤層を熱活性化する熱活性化装置としての熱
活性化ユニット５０と、で構成される。
【００２６】
ここで、本実施形態で用いた感熱性粘着ラベル６０は特に制限されないが、例えばラベル
基材の表面側に断熱層および感熱発色層（印字可能面）とが形成され、裏面側に感熱性粘
着剤が塗布乾燥されてなる感熱性粘着剤層が形成された構造を有している。なお、感熱性
粘着剤層は、熱可塑性樹脂、固体可塑性樹脂等を主成分とする感熱性粘着剤からなる。ま
た、感熱性粘着ラベル６０は、前記断熱層を有しないものや、感熱発色層の表面に保護層
または有色印字層（予め印字されている層）が設けられているものでも良い。
【００２７】
印字ユニット３０は、ドット印字が可能なように感熱性粘着ラベル６０の幅方向に配設さ
れた複数の発熱素子（抵抗体）３１を有する印字用サーマルヘッド３２と、該印字用サー
マルヘッド３２に圧接される印字用プラテンローラ３３などで構成される。なお、サーマ
ルヘッド３２は、セラミック基板の上に配設された複数の発熱素子３１表面に、結晶化ガ
ラスの保護膜を設けてなる公知のサーマルプリンタ装置の印字ヘッドと同様の構成を有し
ているので、詳しい説明は省略する。
【００２８】
また、印字ユニット３０は、印字用プラテンローラ３３を回転駆動する例えば電動モータ
とギア列等からなる図示しない駆動系を備えており、この駆動系で印字用プラテンローラ
３３を所定の方向に回転させることにより、感熱性粘着ラベル６０をロールから引き出し
、引き出された感熱性粘着ラベル６０に印字用サーマルヘッド３２で印字しながら所定の
方向へ搬出するようになっている。図１では、印字用プラテンローラ３３は時計回りに回
転され、感熱性粘着ラベル６０は右側へ搬送される。
【００２９】
さらに、印字ユニット３０は、例えば、コイルバネや板バネなどからなる図示しない加圧
手段を備え、この加圧手段の弾撥力により印字用サーマルヘッド３２を印字用プラテンロ
ーラ３３に向かって押圧させるようになっている。このとき、印字用プラテンローラ３３
の回転軸と発熱素子３１の配列方向を平行に保つことで、感熱性粘着ラベル６０の幅方向
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全体にわたって均等に圧接できる。
【００３０】
カッターユニット４０は、印字ユニット３０によって印字が行われた感熱性粘着ラベル６
０を適当な長さで切断するためのものであり、電動モータ等の駆動源（図示省略）によっ
て作動される可動刃４１と、該可動刃４１と対向配置された固定刃４２等から構成されて
いる。
【００３１】
また、熱活性化ユニット５０の前段には感熱性粘着ラベル６０の有無を検出するラベル検
出用センサ１１２が設けられている。
【００３２】
熱活性化ユニット５０は、発熱素子５１を有する加熱手段としての熱活性化用サーマルヘ
ッド５２と、感熱性粘着ラベル６０を搬送する搬送手段としての熱活性化用プラテンロー
ラ５３と、例えば図示しない駆動源によって回動され、印字ユニット３０側から供給され
た感熱性粘着ラベル６０を熱活性化用サーマルヘッド５２と熱活性化用プラテンローラ５
３との間に引き込む挿入用ローラ５４などで構成される。
【００３３】
なお、熱活性化用サーマルヘッド５２は、この実施例では印字用サーマルヘッド３２と同
様の構成のもの、すなわちセラミック基板の上に形成された複数の発熱抵抗体表面に結晶
化ガラスの保護膜を設けてなる、公知のサーマルプリンタ装置の印字ヘッドと同様の構成
のものを使用している。このように熱活性用サーマルヘッド５２として印字用サーマルヘ
ッド３２と同じ構成のものを用いることにより部品を共通化してコストの低廉化を図るこ
とができる。
【００３４】
また、熱活性化ユニット５０は、熱活性化用プラテンローラ５３および挿入用ローラ５４
を回転させる例えば電動モータとギア列等からなる駆動系を備えており、この駆動系によ
り熱活性化用プラテンローラ５３および挿入用ローラは回転され、感熱性粘着ラベル６０
を所定の方向（右側）へ搬送するようになっている。
【００３５】
さらに、熱活性化ユニット５０は、熱活性化用サーマルヘッド５２を熱活性化用プラテン
ローラ５３に向かって押圧させる加圧手段（例えば、コイルバネや板バネ）を備えている
。このとき、熱活性化用プラテンローラ５３の回転軸と発熱素子３１の配列方向を平行に
保つことで、感熱性粘着ラベル６０の幅方向全体にわたって均等に圧接できる。
【００３６】
また、印字ユニット３０および熱活性化ユニット５０に設けられているプラテンローラ３
３、５３および挿入用ローラ５４は、例えば、ゴム、プラスチック、ウレタン、フッ素樹
脂、シリコン樹脂等の弾性部材で構成されている。
【００３７】
図２は、サーマルプリンタ装置Ｐの制御ブロック図である。本プリンタ装置Ｐの制御部は
、制御部を統括するとともにエネルギー制御手段として機能するＣＰＵ１０１と、ＣＰＵ
１０１によって実行される制御プログラム等を格納するＲＯＭ１０２と、各種印字フォー
マット等を格納するＲＡＭ１０３と、印字データや印字フォーマットデータ等を入力、設
定あるいは呼び出すための操作部１０４と、印字データ等を表示する表示部１０５と、制
御部と駆動部間のデータの入出力を行うインタフェース１０６と、印字用サーマルヘッド
３２を駆動する駆動回路１０７と、熱活性化用サーマルヘッド５２を駆動する駆動回路１
０８と、感熱性粘着ラベル６０を切断する可動刃４１を駆動する駆動回路１０９と、印字
用プラテンローラ３３を駆動する第１ステッピングモータ１１０と、熱活性化用プラテン
ローラ５３および挿入用ローラ５４を駆動する第２ステッピングモータ１１１と、感熱性
粘着ラベルの有無を検出するラベル検出用センサ１１２と、環境温度測定用センサ１１３
と、で構成される。
【００３８】
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ここで、ＲＯＭ１０２には、感熱性粘着剤の種類ごとに、例えば、環境温度と印加エネル
ギーと発現する粘着力の関係や、粘着剤の温度特性情報等が格納される。さらに、感熱性
粘着ラベル６０を熱活性化させるための熱活性化パターン情報が格納され、利用者は登録
されている熱活性化パターンの中から選択できるように構成してもよい。
【００３９】
次に、図１、図２を参照して、本実施形態のプリンタ装置Ｐを用いた一連の印字処理およ
び熱活性化処理について説明する。基本的には、ＣＰＵ１０１から送信される制御信号に
基づいて、印字ユニット３０では所望の印字が実行され、カッターユニット４０では所定
のタイミングで切断動作が実行され、熱活性化ユニット５０では所定のエネルギーを印加
して熱活性化が実行される。
【００４０】
まず、印字ユニット３０の印字用プラテンローラ３３の回転により感熱性粘着ラベル６０
が引き出されてその印字可能面（感熱発色層）に印字用サーマルヘッド３２によって感熱
印字が行われる。次いで、感熱性粘着ラベル６０は印字用プラテンローラ３３の回転によ
ってカッターユニット４０へ搬送される。さらに、感熱性粘着ラベル６０が搬送され熱活
性化ユニット５０の挿入用ローラ５４によって熱活性化ユニット５０内に取り込まれた後
、所定のタイミングで稼働する可動刃４１によって所定の長さに切断される。
【００４１】
ここで、熱活性化用ユニット５０の前段に設けられたラベル検出用センサ１１２から送信
された検出信号に基づいて、ＣＰＵ１０１は熱活性化用サーマルヘッド５２のエネルギー
制御を開始する。また、ラベル検出用センサ１１２からの検出信号をトリガとして、第１
ステッピングモータ１１０に同期して第２ステッピングモータ１１１の駆動を開始して挿
入用ローラ５４および熱活性化用プラテンローラ５３を回転させることで、スムーズに感
熱性粘着ラベル６０を熱活性化ユニット５０内に搬送することができる。
【００４２】
続いて、感熱性粘着ラベル６０を熱活性化用サーマルヘッド５２（発熱素子５１）および
熱活性化用プラテンローラ５３に挟持した状態で、所定のタイミングで発熱素子５１に通
電することにより感熱性粘着剤層を加熱する。このときの詳細なエネルギー制御処理につ
いては後述する。
【００４３】
次いで、熱活性化用プラテンローラ５３の回転によって感熱性粘着ラベル６０は排出され
、一連の印字処理および熱活性化処理が完了する。
【００４４】
なお、ラベル検出用センサ１１２による感熱性粘着ラベルの終端の検出に基づいて感熱性
粘着ラベル６０が熱活性化ユニット５０から排出されたと判断した場合に、次の感熱性粘
着ラベル６０の印字、搬送および熱活性化が行われるようにしてもよい。
【００４５】
図３は、本実施形態の熱活性化ユニット５０により実現可能な熱活性化パターンの一例で
ある。図３において、間隔の狭いハッチングを付した部分は強い粘着力を有する部分を、
間隔の広いハッチングを付した部分は弱い粘着力を有する部分を意味する。なお、感熱性
粘着ラベル６０は、熱活性化ユニット５０に挿入されると、ラベルの幅方向に列状に配設
された複数の発熱素子５１により１ラインずつ順次熱活性化される。
【００４６】
図３（Ａ）は感熱性粘着ラベル６０の縁部に枠状に強い粘着力部分を形成する熱活性化パ
ターンであり、図３（Ｂ）は感熱性粘着ラベル６０の縁部から所定の間隔をおいて枠状に
強い粘着力部分を形成するパターンである。このような熱活性化パターンによれば、全面
において少なくとも弱粘着力を有するので、被着体からラベルが部分的にめくれてラベル
剥がれのきっかけとなるのを防止できる。
【００４７】
また、図３（Ｃ）は感熱性粘着ラベル６０の四隅のそれぞれを頂点とする二等辺三角形の
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底辺部分に強い粘着力部分を形成する熱活性化パターンである。この熱活性化パターンは
、再剥離する用途に使用されるラベルを熱活性化する場合に有効で、シートのほとんどが
弱い粘着力であるため剥離しやすいが、部分的に強い粘着力であるために知らない間に剥
がれ落ちてしまうということもなくなる。
【００４８】
また、図３（Ｄ）は感熱性粘着ラベル６０の内部に菱形に弱い粘着力部分を形成し、その
周囲に強い粘着力部分を形成する熱活性化パターンである。このような熱活性化パターン
によれば、シート全体としての粘着力を損なうことなく熱活性化に必要なエネルギーを低
減できるので、省電力化を図ることができる。
【００４９】
図４は、図３（Ａ）、（Ｂ）において、感熱性粘着ラベル６０の幅方向に記した直線Ａ，
Ｂ，Ｃの部分を熱活性化させる際に設定する発熱素子の通電パターンの一例である。本実
施例では、簡単のため１２個の発熱素子で感熱性粘着ラベル６０を幅方向に熱活性化させ
るようにしている。つまり、感熱性粘着ラベル６０は幅方向に１２分割され、１つの発熱
素子により１つのドットの熱活性化が行われる。
【００５０】
また、図４において第１の電圧パルスを印加されるドットに幅の広いハッチングを、第２
の電圧パルスを印加されるドットに幅の狭いハッチングを施している。なお、第１の電圧
パルスは、１回の印加で弱い粘着力を発現させるようにパルス電圧およびパルス幅を設定
される。また、第２の電圧パルスは、第１の電圧パルスにより印加されたドットに対して
１回の印加で強い粘着力を発現させるようにパルス電圧およびパルス幅を設定される。
【００５１】
すなわち、第１の電圧パルスによるエネルギーをＥ１、第２の電圧パルスにより印加され
るエネルギーをＥ２とすると、感熱性粘着ラベルに弱い粘着力を発現させるエネルギーが
Ｅ１で、強い粘着力を発現させるエネルギーがＥ１＋Ｅ２となる。
【００５２】
図４（Ａ）は、図３（Ａ）の直線Ａの部分を熱活性化する場合に設定されるパターンであ
る。つまり、図３（Ａ）の直線Ａ部分を熱活性化する場合は、１回目に１２個すべての発
熱素子に対して通電設定を行い第１の電圧パルスを印加することで全ドットに対して弱い
粘着力を発現させるとともに、さらに、２回目として第２の電圧パルスを印加することで
全ドットに対して強い粘着力を発現させる。
【００５３】
図４（Ｂ）は、図３（Ａ）の直線Ｂの部分を熱活性化する場合に設定されるパターンであ
る。つまり、１回目に１２個すべての発熱素子に対して通電設定を行い第１の電圧パルス
を印加することで全ドットに対して弱い粘着力を発現させるとともに、２回目として１番
目と１２番目に位置する両端の発熱素子に対して通電設定を行い第２の電圧パルスを印加
することで該発熱素子に対応するドットに対して強い粘着力を発現させる。
【００５４】
図４（Ｃ）は、図３（Ｂ）の直線Ｃの部分を熱活性化する場合に設定されるパターンであ
る。つまり、１回目に１２個すべての発熱素子に対して通電設定を行い第１の電圧パルス
を印加することで全ドットに対して弱い粘着力を発現させるとともに、２回目として２番
目と１１番目に位置する発熱素子に対して通電設定を行い第２の電圧パルスを印加するこ
とで該発熱素子に対応するドットに対して強い粘着力を発現させる。
【００５５】
このように、弱い粘着力を発現させる部分では第１の電圧パルスだけを印加して発熱素子
に通電し、強い粘着力を発現させる部分では第１および第２の電圧パルスを印加して発熱
素子に通電すればよい。また、図４において１回目と２回目の通電設定を逆に行っても同
様の粘着力を発現させることができるのは言うまでもなく、第１の電圧パルスと第２の電
圧パルスを同じとしてもよい。
【００５６】
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図５は、図３（Ａ）、（Ｂ）において、感熱性粘着ラベル６０の幅方向に記した直線Ａ，
Ｂ，Ｃの部分を熱活性化させる際に設定する発熱素子の通電パターンの他の例である。図
５において第３の電圧パルスを印加されるドットにハッチングを、第４の電圧パルスを印
加されるドットに網目模様を施している。なお、第３の電圧パルスは、１回の印加で感熱
性粘着ラベルに弱い粘着力を発現させるようにパルス電圧およびパルス幅を設定される。
また、第４の電圧パルスは１回の印加で強い粘着力を発現させるようにパルス電圧および
パルス幅を設定される。
【００５７】
すなわち、第３の電圧パルスによるエネルギーをＥ３、第４の電圧パルスにより印加され
るエネルギーをＥ４とすると、感熱性粘着ラベルに弱い粘着力を発現させるエネルギーが
Ｅ３で、強い粘着力を発現させるエネルギーがＥ４となる。図４におけるエネルギーＥ１
，Ｅ２との関係は、Ｅ１＝Ｅ３，Ｅ１＋Ｅ２＝Ｅ４となる。
【００５８】
図５（Ａ）は、図３（Ａ）の直線Ａの部分を熱活性化する場合に設定されるパターンであ
り、１２個すべての発熱素子に対して通電設定を行うとともに、第４の電圧パルスを一回
印加することで一度に熱活性化できる領域すべてにおいて強い粘着力を発現させる。
【００５９】
図５（Ｂ）は、図３（Ａ）の直線Ｂの部分を熱活性化する場合に設定されるパターンであ
り、１回目に２～１１番目の発熱素子に対して通電設定を行い第３の電圧パルスを印加す
ることで該発熱素子に対応するドットに対して弱い粘着力を発現させるとともに、２回目
に１番目と１２番目に位置する両端の発熱素子に対して通電設定を行い第４の電圧パルス
を印加することで該発熱素子に対応するドットに対して強い粘着力を発現させる。
【００６０】
図５（Ｃ）は、図３（Ｂ）の直線Ｃの部分を熱活性化する場合に設定されるパターンであ
り、１回目に１、３～１０、１２番目の発熱素子に対して通電設定を行い第３の電圧パル
スを印加することで該発熱素子に対応するドットに対して弱い粘着力を発現させるととも
に、２回目に２番目と１１番目に位置する発熱素子に対して通電設定を行い第４の電圧パ
ルスを印加することで該発熱素子に対応するドットに対して強い粘着力を発現させる。
【００６１】
なお、所望の熱活性化パターンで粘着力を発現させる方法は上記したものに限らず、その
他種々のパターンが考えられるが、熱活性化処理の時間や消費電力、或いは制御の容易さ
等を考慮して決定されるべきである。
【００６２】
このように、熱活性化装置としての熱活性化ユニット５０によれば、通電する発熱素子を
自由に選択できるので種々のパターンで熱活性化を行うことができる。さらに、一度に熱
活性化できる領域に対して電圧パルスを２回以上印加して熱活性化を行うので強い粘着力
部分と弱い粘着力部分を混在させることもできる。また、より精細に制御することにより
、粘着力を階調的に変化させる（粘着力をだんだんと変化させる）ように熱活性化を行う
ことも可能となる。
【００６３】
次に、図６，７を参照してエネルギー制御手段としてのＣＰＵ１０１が実行するエネルギ
ー制御処理について説明する。本実施例では、図４で示したように第１の電圧パルス（エ
ネルギーＥ１）および第２の電圧パルス（エネルギーＥ２）を印加して感熱性粘着ラベル
６０を熱活性化させる場合について説明する。
【００６４】
まず、ステップＳ１０１で、ラベル検出用センサ１１２からの検出信号に基づいて、感熱
性粘着ラベル６０の有無を判定する。そして、感熱性粘着ラベル６０がないと判定した場
合は、ラベル検出用センサ１１２から検出信号が送信されるまで、ステップＳ１０１の処
理を繰り返す。
【００６５】
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ステップＳ１０１で感熱性粘着ラベル６０があると判定した場合は、ステップＳ１０２に
移行して熱活性化パターンを取得し、ステップＳ１０３で使用されている感熱性粘着ラベ
ルの種類を取得する。ここで、熱活性化パターンおよび感熱性粘着シートの種類は、利用
者による操作部１０４からの入力によりあらかじめ設定され、ＲＡＭ１０３に格納されて
いる。
【００６６】
次に、ステップＳ１０４で、取得した感熱性粘着ラベル６０の種類に対応する温度特性情
報を取得する。例えば、取得した感熱性粘着ラベル６０の種類に対応する情報がＲＯＭ１
０２に格納されている場合はＲＯＭ１０２から取得し、格納されていない場合はデフォル
トの温度特性情報（熱活性化に関する情報）を取得する。デフォルトの温度特性情報とし
ては、例えば、アクリル樹脂を樹脂成分とした粘着剤の環境温度、印加エネルギー、およ
び発現する粘着力の関係やアクリル樹脂の炭化温度等の情報を利用するとよい。
【００６７】
次に、ステップＳ１０５で、環境温度測定用センサ１１３から実際の環境温度情報を取得
する。そして、取得した環境温度情報と、ステップＳ１０４で取得した粘着剤の温度特性
情報から、最適となる印加エネルギーを決定し、そのための印加条件を設定する（ステッ
プＳ１０６）。例えば、印加条件設定手段として印加回数、パルス電圧の大きさ、パルス
幅を設定する。なお、感熱性粘着ラベル６０の一度に熱活性化される領域（１ライン）ご
とに、印加条件を設定するようにしてもよい。
【００６８】
続いて、図７の符号Ａに移行して通電する発熱素子を設定するとともに、電圧パルスが印
加され熱活性化処理が行われる。まず、ステップＳ１０７で、ライン方向が同一の粘着力
（強粘着力または弱粘着力）であるか判定する。
【００６９】
そして、同一の粘着力でないと判定した場合は、ステップＳ１０８に移行して全ての発熱
素子に対して通電設定を行うとともに、第１の電圧パルスを印加して熱活性化処理を行う
（ステップＳ１０９）。さらに、ステップＳ１０２で取得した熱活性化パターンをもとに
強粘着力とするドット位置を読み込み、対応する発熱素子に対して通電設定を行うととも
に、第２の電圧パルスを印加して熱活性化処理を行う（ステップＳ１１１）。
【００７０】
一方、ライン方向が同一の粘着力であると判定した場合は、ステップＳ１１２に移行して
、１ラインをすべて強粘着力とするか否かを判定する。そして、強粘着力とすると判定し
た場合は、ステップＳ１１３に移行して全ての発熱素子に対して通電設定を行うとともに
、第１の電圧パルスを印加し（ステップＳ１１４）、次いで第２の電圧パルスを印加して
熱活性化処理を行う（ステップＳ１１５）。
【００７１】
ステップＳ１１２で１ラインをすべて強粘着力としない（弱粘着力とする）と判定した場
合は、ステップ１１６に移行して全ての発熱素子に対して通電設定を行うとともに、第１
の電圧パルスを印加して熱活性化処理を行う（ステップ１１７）。
【００７２】
そして、１ラインに対して熱活性化処理が終了した後、ステップＳ１１８で感熱性粘着ラ
ベル６０の全面に対して熱活性化処理が終了したか判定する。熱活性化処理が終了したと
判定した場合はそのままエネルギー制御処理を終了し、熱活性化処理が終了していないと
判定した場合はステップＳ１０７に移行して次ラインの熱活性化処理が開始される。なお
、１ラインの熱活性化処理が終了するごとに熱活性化装置の搬送手段では感熱性粘着ラベ
ルの搬送処理が実行される。
【００７３】
このように、本実施形態におけるエネルギー制御により、感熱性粘着ラベル６０には常に
最適のエネルギーが印加されるので、所望の粘着力を発現させることができる。また、印
加条件（電圧パルスの大きさ、パルス幅等）および通電する発熱素子を細かく設定するこ
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とができるので、種々のパターンで熱活性化処理を行うことができる。なお、印加条件や
通電する発熱素子の設定は感熱性粘着ラベルの１ラインを熱活性化させるごとに行っても
よいし、さらに１ラインの熱活性化ごとに環境温度情報を取得して印加条件および通電す
る発熱素子を再設定するようにしてもよい。
【００７４】
次に、図５で示したように第３の電圧パルス（エネルギーＥ３）および第４の電圧パルス
（エネルギーＥ４）を印加して感熱性粘着ラベル６０を熱活性化させる場合のエネルギー
制御について説明する。ここで、図６，７で説明した図４に対応するエネルギー制御とは
、発電素子の設定及び電圧パルスの印加処理が異なるだけで、印加条件の設定（図６のス
テップＳ１０１～ステップＳ１０６）までは同じ制御となるから説明を省略する。
【００７５】
図８は、図５に対応するエネルギー制御のフローチャートの一部で、図６の符号Ａに続い
て処理されるものである。
【００７６】
まず、ステップＳ２０７で、ライン方向が同一の粘着力（強粘着力または弱粘着力）であ
るか判定する。
【００７７】
そして、同一の粘着力でないと判定した場合は、ステップＳ２０８に移行してステップＳ
１０２で取得した熱活性化パターンをもとに弱粘着力とするドット位置を読み込み、対応
する発熱素子に対して通電設定を行うとともに、第３の電圧パルスを印加して熱活性化処
理を行う（ステップＳ２０９）。次いで、ステップＳ１０２で取得した熱活性化パターン
をもとに強粘着力とするドット位置を読み込み、対応する発熱素子（ステップＳ２０８で
設定した以外の発熱素子）に対して通電設定を行う（ステップＳ２１０）とともに、第４
の電圧パルスを印加して熱活性化処理を行う（ステップＳ２１１）。
【００７８】
一方、ライン方向が同一の粘着力であると判定した場合は、ステップＳ２１２に移行して
、１ラインをすべて強粘着力とするか否かを判定する。そして、強粘着力とすると判定し
た場合は、ステップＳ２１３に移行して全ての発熱素子に対して通電設定を行うとともに
、第４の電圧パルスを印加して熱活性化処理を行う。ステップＳ２１４）。
【００７９】
ステップＳ２１２で１ラインをすべて強粘着力としない（弱粘着力とする）と判定した場
合は、ステップ２１５に移行して全ての発熱素子に対して通電設定を行うとともに、第３
の電圧パルスを印加して熱活性化処理を行う（ステップ２１６）。
【００８０】
そして、１ラインに対して熱活性化処理が終了した後、ステップＳ２１７に移行して感熱
性粘着ラベル６０の全面に対して熱活性化処理が終了したか判定する。熱活性化処理が終
了したと判定した場合はそのままエネルギー制御処理を終了し、熱活性化処理が終了して
いないと判定した場合はステップＳ２０７に移行して次ラインの熱活性化処理が開始され
る。
【００８１】
以上、本発明者等によってなされた発明を実施の形態に基づいて具体的に説明したが、本
発明は上記実施形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可
能である。
【００８２】
例えば、本発明の熱活性装置によれば、図３に示したパターンの他にも種々のパターンに
よる熱活性化処理が実現可能である。例えば、ドット単位で強粘着部分と弱粘着部分とを
繰り返すパターンや、同心円上または同心枠状に強粘着部分と弱粘着部分とを繰り返すパ
ターン等がある。
【００８３】
また、上記実施形態では、環境温度測定用センサ１１３から実際の環境温度情報を取得し
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、取得した環境温度情報と使用する感熱性粘着ラベル６０の粘着剤の温度特性情報から、
最適となる印加エネルギーを決定し、そのための印加条件を設定しているが、環境温度と
被着体の温度が同じとならない場合も考えられる。例えば、被着体が冷凍品の場合は被着
体温度が０℃以下となってしまい、被着体が加熱加工品の場合は被着体温度が高温となっ
てしまうので、環境温度測定用センサ１１３で測定された温度（熱活性化装置の設置され
た環境における温度、通常室温）が著しく異なってしまう。この場合は、予め被着体温度
を例えば手動で操作部１０４から入力して環境温度として設定することで、これをもとに
最適となる印加エネルギーを決定し、印加条件を設定するのが望ましい。
【００８４】
また、感熱性粘着ラベル６０の表面（または裏面）に感熱性粘着剤の種類や当該感熱性粘
着剤を熱活性化させるのに必要なエネルギー等の情報を含むバーコードを付し、バーコー
ド読み取りセンサ（バーコードリーダ）で感熱性粘着ラベル６０に付されたバーコードを
読み取ることにより粘着剤の温度特性情報等を取得するようにしてもよい（図６のステッ
プＳ１０４～１０６）。
【００８５】
また、上記実施形態では、一例としてサーマルプリンタ装置のような感熱式の印字装置に
適用したものを説明したが、本発明は、熱転写方式、インクジェット方式、レーザープリ
ント方式のプリンタ装置に適用することも可能である。その場合には、ラベルの印字可能
面に感熱印字層に代えて各印字方式に適した加工が施されたラベルが用いられることとな
る。
【００８６】
【発明の効果】
本発明によれば、一方に印字可能面を有するシート状基材の他方の面に感熱性粘着剤層が
形成されてなる感熱性粘着シートの前記感熱性粘着剤層を加熱して活性化させるための熱
活性化用加熱手段であって、個々に通電制御可能な複数の発熱素子が列状に配設されてな
るサーマルヘッドと、前記サーマルヘッドにより一度に熱活性化可能な感熱性粘着シート
の領域に、１回または２回以上の電圧パルスを印加して前記複数の発熱素子に通電させる
ことにより熱活性化処理を行うエネルギー制御手段と、を少なくとも備えた感熱性粘着シ
ートの熱活性化装置において、前記エネルギー制御手段は、前記サーマルヘッドの発熱素
子に対して２回以上に分けて電圧パルスを印加して感熱性粘着シートの熱活性化処理を行
う場合に、印加する電圧パルスごとにそれにより通電される発熱素子を変更できるように
したので、発現される粘着力の強弱を制御できるとともに、様々なパターンで粘着力を発
現するように熱活性化処理を行うことができる。これによって、隣接するドットに対して
異なる粘着力を発現させることが可能となり、使用用途に合わせてシートの粘着力或いは
粘着パターンを自在に調整することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る熱活性化装置を用いたサーマルプリンタ装置の構成例を示す概略図
である。
【図２】サーマルプリンタ装置Ｐの制御系の構成例を示すブロック図である。
【図３】本実施例の熱活性化ユニット５０により実現可能な熱活性化パターンの一例であ
る。
【図４】図３（Ａ），（Ｂ）に示す熱活性化パターンの所定の部分を熱活性化する際に通
電する発熱素子として設定されるパターンである。
【図５】図３（Ａ），（Ｂ）に示す熱活性化パターンの所定の部分を熱活性化する際に通
電する発熱素子として設定される他のパターンである。
【図６】エネルギー制御手段としてのＣＰＵ１０１が実行するエネルギー制御処理に関す
るフローチャートである。
【図７】エネルギー制御手段としてのＣＰＵ１０１が実行するエネルギー制御処理に関す
るフローチャートである。
【図８】エネルギー制御手段としてのＣＰＵ１０１が実行するエネルギー制御処理に関す
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【図９】感熱性粘着ラベルの粘着剤の粘着力と印加エネルギーの関係および環境温度特性
を示す図である。
【符号の説明】
Ｐ　サーマルプリンタ装置
２０　ラベル保持部
３０　印字ユニット
３１　発熱素子
３２　印字用サーマルヘッド
３３　印字用プラテンローラ
４０　カッターユニット
４１　可動刃
４２　固定刃
５０　熱活性化ユニット
５１　発熱素子
５２　熱活性化用サーマルヘッド
５３　熱活性化用プラテンローラ
５４　挿入用ローラ
６０　感熱性粘着ラベル（感熱性粘着シート）
１０１　ＣＰＵ
１０２　ＲＯＭ
１０３　ＲＡＭ
１０４　操作部
１０５　表示部
１０６　インタフェース
１０７　印字用サーマルヘッド駆動部
１０８　熱活性化用サーマルヘッド駆動部
１０９　カッター駆動部
１１０　第１ステッピングモータ
１１１　第２ステッピングモータ
１１２　ラベル検出用センサ
１１３　環境温度測定用センサ
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